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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　今回、各方面の皆さまに大変なご
迷惑をおかけし、心よりお詫び申し
上げます。今回の事案を自らに置き

換えて考えると「何のためにその仕事を行うの
か」という根本的な認識が欠落していたのでは
ないかと思うのです。現場では、手段であるは
ずの事業や事務が目的化しがちです。「数値を
出すため」ではなく、「市民の生活衛生や環境
を守るため」にその数値が必要なのだと理解で
きれば、自ずと仕事の意義や意味合い、業務間
の関係が見えてきます。今後、我々職員は一丸
となって再発防止を行うとともに、一日も早く、
皆さまの信頼を回復できるよう全力を傾注して
いきたいと思います。（Ｙ）

総　門

　

Ｊ
Ｒ
近
江
高
島
駅
か
ら
北
へ
約

４
０
０
ｍ
の
場
所
に
総
門
と
呼
ば
れ
る

大
溝
陣
屋
関
連
の
建
造
物
が
所
在
し
て

い
ま
す
。　

　
元
和
５
年
（
１
６
１
９
年
）
に
伊
勢

上
野
（
現
三
重
県
津
市
）
よ
り
分
部
光

信
が
藩
主
と
し
て
大
溝
に
入
封
し
て
以

大
溝
を
歩
く  

  
‐
総 

門
‐　

大
溝
を
歩
く  

  
‐
総 
門
‐

降
、
大
溝
藩
は
、
廃
藩
置
県
ま
で
約

２
５
０
年
続
き
ま
す
。
分
部
光
信
は
、

約
２
万
石
を
領
有
し
織
田
信
澄
が
築
い

た
大
溝
城
を
取
り
入
れ
る
か
た
ち
で

※
１
陣
屋
を
構
え
、
そ
の
西
に
武
家
屋

敷
地
を
、
北
に
は
職
人
町
を
設
け
て
城

下
を
整
備
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、「
郭か
く
な
い内
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
か
つ
て
の
大
溝
藩
の
武
家

屋
敷
地
で
周
囲
に
堀
を
巡
ら
せ
総
門
・

西
門
・
南
門
な
ど
い
く
つ
か
の
門
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
門
は
、「
郭
内
」
の
北
面
に
設
け

ら
れ
た
門
で
あ
り
、
そ
の
位
置
お
よ
び

名
称
か
ら
武
家
屋
敷
地
の
出
入
り
に
使

用
さ
れ
て
い
た
最
も
重
要
な
門（
正
門
）

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
総
門
を
調
査
し
た
時
に
発

見
さ
れ
た
棟
札
に
は
、
宝
暦
５
年

（
１
７
５
５
年
）
に
修
理
さ
れ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
※
２
小こ
や
づ
か

屋
束
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
明
ら
か
な
転
用
材
が
混
在
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
前
身
建
物
の
部
材
を
再

利
用
し
て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
総
門
は
、
桁
行
約

17
・
８
ｍ
、
梁
間
約
３・
９
ｍ
の
長
屋

門
で
、
屋
根
は
入
母
屋
造
の
桟
瓦
葺
、

中
央
部
に
扉
口
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
か
つ
て
の
外
観
が
想
像
で
き
る

よ
う
な
扉
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

屋
根
に
は
大
溝
藩
主
分
部
家
の
家
紋
で

あ
る
「
丸
の
内
に
三
つ
引
き
」
の
瓦
が

葺
か
れ
て
い
ま
す
。　

　　
総
門
の
復
原
図
を
見
る
と
大
溝
藩
武

家
屋
敷
地
の
正
門
と
し
て
、
壮
大
な
建

造
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　
『
大
溝
郭
内
の
昔
話
』（
高
島
町
歴
史

民
俗
叢
書
第
一
輯
）
に
よ
る
と
、
総
門

の
左
右
に
は
高
い

板
塀
が
廻
ら
さ
れ

て
お
り
、
大
門
の

西
側
に
は
※
３
耳じ
も
ん門

が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ

か
ら
も
当
時
の
壮

大
な
総
門
の
姿
を

想
像
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

総
門
は
、
現
存

す
る
大
溝
藩
政
時

代
の
重
要
な
建
物

で
あ
り
、
市
指
定

文
化
財
に
指
定
さ

れ
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

総
門
や
郭
内
（
武

家
屋
敷
）、
町
屋
な

ど
、
大
溝
陣
屋
周
辺

は
大
溝
の
文
化
的
景

観
を
構
成
す
る
重
要

な
要
素
で
す
。

※
１ 

陣
屋
：
藩
庁
が
置
か
れ
た
屋
敷
で
、
城

を
持
た
な
い
大
名
が
陣
屋
を
構
え
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
２ 

小
屋
束
：
棟
木
等
の
下
に
立
つ
垂
直
材

※
３ 

耳
門
：
く
ぐ
り
戸
の
意
味

総門屋根瓦

文
化
財
課
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総門復原図（『高島町旧大溝潘総門調査報告書』）


